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輸液スタンド使用者の日常生活における危険因子
11階東病棟　○今井　愛　小島　山本
1はじめに
　当病棟は消化器外科という特徴もあり、輸液を長
期にわたり施行している患者が多い。
平均輸液施行患者27人／月、患者一人あたり平均輸
液施行日数26日である。また、当病棟では平成11年
度における転倒件数は18件、平成12年度は27件と増
加しており、平成13年7月末時点で10件であった。詳
細をみると、「トイレ歩行時ふらつきがあり輸液スタ
ンドに足をかけ転倒」「輸液バッグの角が目に入り結
膜損傷」「廊下の段差で輸液スタンドを持ち上げてい
る問にスリッパが段差にひっかかり転倒」と輸液ス
タンドが転倒や外傷の直接的な原因になっているも
のが3件あった。他の転倒については輸液スタンドが
直接の原因になったかどうかは不明であるが、輸液
スタンドの使用が患者の生活における危険因子とな
りうると考えた。
　そこで患者自身が輸液スタンドを使用しての日常
生活で、どのような場面で危険を感じているのかを
明らかにし、今後の看護に役立てていこうと考えた。
皿研究方法
1．期間：平成13年8月～10月
2．対象：当病棟内輸液スタンド使用患者41人
　　　　男性26人、女性15人。年齢は22歳から81歳
　　　　までで、50から60歳代で60％以上を占め
　　　　ており、70歳代の患者1人には右上肢の切
　　　　断、右下肢小指切断の機能障害があった。
3．用語の定義
　転倒：身体の足底以外の部分が床についたもの
4．方法：質問紙による聞き取り調査
　1）質問項目
　　　以下9項目　輸液スタンドについて
　　　①慣れるまでの日数②使用時危ないと感じ
　　　ることがあるか③危険と感じる時，場所につ
　　　いて④実際に転倒、又は危険にあったことが
　　　あるか⑤一番不便、大変だと感じること⑥種
　　　類⑦輸液スタンド変更後の危険を感じる回
　　　数の変化⑧使用開始時、看護婦（士）から注
　　　意事項などについて説明があったか⑨工夫
　　　している点
経験のある患者は全員輸液スタンドの使用経験があ
った。輸液スタンドの使用経験の有無に関わらず
90％以上が輸液スタンド使用の生活に危険を感じて
いた。（表1）
　年齢別にみると、どの年代も80％以上が危険を感
じていた。しかし「実際に転倒しそうになったり、危
険にあったことがあるか」との質問には50歳代以上
では約77％があったと答えている。しかし、40歳代以
下では70％の人がないと答えていた。（図1．2）
　輸液スタンド使用に慣れるまでの期間は、「当日」
から「2～3日」でなれる人が全体で65％以上と最も多
かった。しかし70歳代以上では「4日以上」と「いまだ
に慣れない」をあわせると80％近くおり、「いまだに
慣れない」は50歳代で23．1％、60歳代にも15．4％いた。
（図3）
　危険を感じる場面では歩行時危険を感じていた人
が、40歳代以下で71．4％、50歳代で84．6％、60歳代で
76．9％、70歳代以上では55．6％であった。（図4）危険
を感じる場所では廊下が最も多く、ついでトイレが
多い。（図5）実際には、「廊下の段差で輸液スタンド
が倒れそうになる」46．2％、「輸液スタンドがずれ落ち
てきた」20．6％、「じゅうたんにひっかかる」17．9％と
上位をしめ、以下「エレベーターの乗り降り」、「部屋
を出るときに輸液スタンドが倒れそうになった」、
「廊下にあったポータブルトイレに引っかかった」、
「輸液スタンドの足が素足にあたりけがをした」、「輸
液スタンドにズボンのすそが絡まった」、「倒れそう
な輸液スタンドを支えようとして転倒しそうになっ
た」などの経験をしていた。（表2）
　輸液スタンド使用時危険を感じた経験のある人の
うち看護婦（士）からの「説明あり」が73．3％、「説明な
し」が69．2％であった。（図6）
　輸液スタンド使用時大変だと感じることについて
は、「スタンドの動きが悪いこと」41％、「ライン類が
絡まること」22％の順であった。（表3）また患者自身
輸液スタンド使用時工夫していることは「段差の時
は持ち上げる」、「ラインが絡まないように気をつけ
る」、「輸液スタンドの下の方を持つ（重心を下にす
る）」、「歩行中重い方を手前になるようにする」、「ゆ
っくり歩く」が多くその他表4の通りである。
皿研究結果
　今回の調査対象者41人のうち入院経験について
は、初めての患者が13人、二回目以上が28人で、入院
Iv考察
　金子らは「加齢に伴い心身の機能低下、入院による
環境の変化により転倒が起こりやすい状況にある」1）
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と述べている。一般的には高齢者は転倒しやすいと
考えがちだが、狩野は「特に入院中はベッド上での生
活が多く、本人が思っている以上に筋力の低下が進
んでいる点、慣れない環境下にあるため、とっさの時
の適切な動作ができない」2）と述べている。今回の研
究で、50歳代でも輸液スタンド使用という環境的変
化が加わることで実際に危険な状況に遭遇していた。
また輸液スタンド使用に「いまだ慣れない」という人
は50歳代以上からみられた。森山は転倒を予防する
ためには「個々の内的要因（視力・聴力障害、歩行障
害、脳血管・脳神経の障害、循環器の障害、精神障害、
薬剤の作用・副作用）」や「外的要因（補助具の適性、
衣服の適切さ、家具・内装・設計、採光、天候）を理
解する必要がある。」3）と述べている。このような、内
的・外的要因を踏まえた危険防止のための細かい観
察とアセスメントが大切だと考える。そうすること
で年代を問わずどの患者に対しても日常生活援助の
中でより細やかな配慮が出来るようになるのではな
いかと考える。そして今回明らかになった当病棟で
の実際に患者が体験した危険な事柄は、入院生活で
次に起こり得る危険場面を予測していく一助となる
のではないかと思われる。
　今回の調査では輸液スタンド使用についての説明
の有無に関係なく患者は危険な状況に遭遇していた。
そして患者自身が実体験の中からそれぞれ工夫をし
て危険を回避していた。このことは、患者自身が輸液
スタンドに対し危険であるという認識を持っている
からこその行動であったのではないかと考える。今
回患者がどのような場面で危険と感じているかが具
体化された。今後はこのことを踏まえ患者への説明
に加えていくことで、患者が輸液スタンドを使用し
ての生活をイメージとして捉え、早期に対処行動が
とれるよう役立てていきたい。
Vまとめ
1．輸液スタンド使用という非日常的行動は危険因
　子となりうる。
2．実際にどのような場面で危険に遭遇しているか
　が具体化された。
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表1　輸液スタンド使用経験別危険を感じた経験の有無
輸液スタンド使用経験あり　　　　　　　　　　28 輸液スタンド使用経験なし　　　　　　　　　13
危険を感じた経験： あり 25 危険を感じた経験： あり ll
なし 3 なし 2
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表2　いつどんな場面で実際に危険を経験したか
人数 ％
廊下の段差で輸液スタンドが倒れそうになる 18 462
スタンドがずれ落ちてきた 8 20．5
じゅうたんにひっかかる 7 17．9
エレベーターの乗り降りでスタンドが倒れそうになった 1 2．6
部屋をでるとき 1 2．6
廊下にあったポータブルトイレにひっかかった 1 2．6
輸液スタンドの足が素足にあたり怪我をした 1 2．6
倒れそうな輸液スタンドを支えようとして転倒しそうになった 1 2．6
輸液スタンドにズボンのすそがからまった 1 2．6
合計 39
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図6　説明の有無と危険を感じた経験（％）
表3　輸液スタンド使用時大変だと感じること
人数 ％
スタンドの動きが悪いこと 17 41．5
ライン類がスタンドにからまること 9 22．0
スタンドが重いこと 5 12．2
輸液バッグ交換直後やたくさん輸液がついたとき 5 12．2
スタンドに取っ手がないこと 3 7．3
表4　輸液スタンド使用時工夫していること、気をつけていること
段差のときは持ち上げる　7人
ラインがからまらないよう気をつけて歩く　5人
輸液スタンドの下のほうを持つ（重心をしたに）　4人
歩行中重いほうを手前になるようにする　4人
ゆっくり歩く　3人
倒れないように気をつけて歩く　2人
歩行時は上も気をつける　1人
輸液バッグ交換前にトイレにいく（重くなるから）　1人
トイレは滑らないように気をつける　1人
じゅうたんのほうが安定感がある　1人
なるべく動かない　1人
スタンドの足に足をかけて持ち上げるとスムーズ　1人
汚物室で人とすれ違うときぶっからないように注意する　1入
歩行時のバランス　1人
ラインは輸液スタンドにテープでつける　1人
スタンドの動きによって力の入れ具合を加減している　1人
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